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●
今
月
の
話
題

　

10
月
１
日
・
２
日
、
大
黒
森
２
２
９
ド
ー

ム
周
辺
で
第
31
回
「
に
ん
に
く
と
べ
ご
ま
つ

り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
か
ら
、
屋

外
バ
ー
べ
キ
ュ
ー
ス
ペ
ー
ス
に
大
型
テ
ン
ト

が
３
基
追
加
さ
れ
、
急
な
悪
天
候
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

両
日
と
も
天
候
に
恵
ま
れ
、
約
１
万
４
千

人
が
来
場
し
、
田
子
牛
の
丸
焼
き
や
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
、
町
の
特
産
品
な
ど
、
田
子
の
味
を

堪
能
し
ま
し
た
。

　

姉
妹
都
市
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
・
ギ
ル
ロ
イ

市
と
韓
国
・
瑞
山
市
か
ら
の
ゲ
ス
ト
の
他
、

千
葉
県
多
古
町
や
神
奈
川
県
真
鶴
町
、
北
海

道
厚
沢
部
町
か
ら
も
関
係
者
が
来
町
し
一
緒

に
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
園
児
ら
の
元
気
い
っ
ぱ

い
な
ダ
ン
ス
や
、
田
子
牛
や
に
ん
に
く
加
工

品
が
当
た
る
「
田
子
ま
る
ご
と
抽
選
会
」、

に
ん
に
く
を
吹
き
飛
ば
し
飛
距
離
を
競
う

「
世
界
に
ん
に
く
飛
ば
し
大
会
」、
的
を
狙
っ

て
に
ん
に
く
を
吹
き
飛
ば
す
「
に
ん
に
く
射

的
」
な
ど
来
場
者
参
加
型
イ
ベ
ン
ト
の
他
、

音
楽
ラ
イ
ブ
、
ダ
ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や

お
笑
い
ラ
イ
ブ
な
ど
で
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

出
店
ブ
ー
ス
で
は
昨
年
に
引
き
続
き
、
多

古
町
、
階
上
町
、
野
田
村
、
東
松
島
市
、
鹿

角
市
が
地
域
ご
と
の
特
産
品
を
販
売
し
て
地

域
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
田
子
町
商
工

会
青
年
部
で
は
、
直
径
１
・
２
ｍ
の
大
鍋
を

使
用
し
た
千
人
鍋
（
田
子
牛
の
か
や
き
鍋
）

を
販
売
し
、
来
場
者
ら
の
目
を
惹
き
ま
し
た
。

ギ
ル
ロ
イ
市
か
ら
の
ゲ
ス
ト

に
ぎ
わ
っ
た
出
店
会
場

上
か
ら
見
た
会
場
の
様
子
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●
今
月
の
話
題

①瑞山市からのゲスト

②多古町の出店ブース

③世界にんにく飛ばし
大会

④ガーリッククィー
ン・レディとのジャン
ケン大会

⑤圧巻の田子牛丸焼き

⑥ゼログラビティ・ク
ルーによるパフォーマ
ンス

⑦ご当地キャラウルト
ラクイズ

⑧オールドカーフェス
タ in 田子（創遊村で開
催）

①

③④

⑤

⑦

⑥

⑧

②
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石
井
テ
ツ
さ
ん
１
１
２
歳

で
青
森
県
最
高
齢

（
※
写
真
１
）

　

９
月
15
日
、
１
１
２
歳
の
誕

生
日
を
迎
え
た
石
井
テ
ツ
さ
ん

に
記
念
品
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

入
所
し
て
い
る
み
ろ
く
苑
で

行
わ
れ
た
贈
呈
式
で
は
、
山
本

晴
美
町
長
が
町
か
ら
祝
い
金
と

花
束
を
手
渡
し
、「
１
１
２
歳

で
お
元
気
な
の
は
、
田
子
町
が

豊
か
に
な
っ
た
か
ら
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
元

気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」と

述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
み
ろ

く
苑
の
職
員
か
ら
記
念
品
と
バ

ー
ス
デ
ー
カ
ー
ド
、
ケ
ー
キ
が

贈
ら
れ
、長
寿
を
祝
い
ま
し
た
。

　

石
井
さ
ん
は
、
青
森
県
の
最

高
齢
者
と
な
っ
て
か
ら
４
年
に

な
り
ま
す
。
明
治
37
年
９
月
15

日
生
ま
れ
。
子
ど
も
７
人
、
孫

11
人
、
ひ
孫
15
人
、
玄
孫
４
人

に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
現
在
は
ケ

ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
わ
く
わ
く
タ

イ
ム
や
大
相
撲
を
見
る
の
が
好

き
で
、
娘
や
孫
が
会
い
に
来
る

こ
と
を
楽
し
み
に
過
ご
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

県
内
の
１
０
０
歳
以
上
高
齢

者
は
９
月
15
日
現
在
で
５
６
７

名
、う
ち
町
内
で
は
10
名
で
す
。

長
寿
を
祝
っ
て

～
敬
老
会
～
（
※
写
真
２
）

　

９
月
16
日
、
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
28

年
度
田
子
町
敬
老
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
町
内
各
地
区
か
ら
75

歳
以
上
の
方
々
約
５
０
０
名
が

出
席
し
、
１
０
０
歳
到
達
者
と

88
歳
到
達
者
に
顕
彰
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
授
与
式
後
、
出
席

さ
れ
た
皆
さ
ん
は
田
子
幼
稚

園
、
田
子
保
育
園
、
上
郷
保
育

園
の
園
児
に
よ
る
お
遊
戯
や
、

田
子
高
校
生
に
よ
る
田
子
神
楽
、

流
し
踊
り
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
を
鑑
賞
し
な
が
ら
祝
宴
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

顕
彰
者
は
次
の
と
お
り
で

す
。（
敬
称
略
）

●
内
閣
総
理
大
臣
祝
状
受
章

　

１
０
０
歳
到
達
者

▽
沢
口
ハ
キ
（
七
日
市
）　

▽
種
市
よ
ね
（
サ
ン
モ
ー
ル
）

▽
原
マ
ツ
ノ
（
道
地
）

●
青
森
県
知
事
顕
彰
者

⑴
１
０
０
歳
到
達
者

▽
沢
口
ハ
キ
（
七
日
市
）　

▽
種
市
よ
ね
（
サ
ン
モ
ー
ル
）

▽
原
マ
ツ
ノ
（
道
地
）

⑵
88
歳
到
達
夫
婦

▽
北
村
重
次
郎
・
よ
し
（
北
側
）

▽
坂
下
良
輝
・
せ
き
（
根
渡
）

▽
佐
藤
敏
二
・
貞
子
（
飯
豊
）

▽
寳
田
實
・
な
み
（
茂
市
）

▽
大
坊
石
松
・
よ
し
（
道
前
）

▽
大
坊
敬
吉
・
と
め
（
道
前
）

▽
富
田
義
一
・
チ
ユ
（
七
日
市
）

▽
三
田
太
作
・
こ
ゑ
（
飯
豊
）

●
田
子
町
長
顕
彰
者

　
（
米
寿
顕
彰
者
）

【
七
日
市
】・
大
平
ち
よ
・
大
村

與
一
・
川
下
由
太
郎
・
富
田
チ

ユ
・
中
村
盛
・
中
村
さ
だ
・
夏

焼
た
み
・
米
内
口
ふ
じ
の
【
矢

田
郞
】
越
後
已
之
松
【
野
月
】

斗
内
と
き
の
・
日
向
す
ゑ
・
森

田
眞
平【
池
振
】工
藤
タ
マ【
川

代
】
吉
田
ひ
で
【
清
水
頭
】
千

葉
こ
め
【
干
草
場
】
大
平
あ
ゑ

【
長
坂
】
山
﨑
勝
次
郎
【
西
舘

野
】
越
後
定
男
・
常
前
す
み
・

畠
山
の
ぶ
【
上
野
】
山
本　

子

【
宮
野
】
元
村
澄
江
【
上
相
米
】

田
川
義
德
【
根
渡
】
坂
下
せ
き

【
上
風
張
】
折
戸
と
よ
・
髙
橋

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（写真１）町長から祝い金と花束が贈呈

（写真２）顕彰状の受賞者
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や
す
【
南
風
張
】
江
剌
家
ア
サ

【
北
側
】
大
澤
次
郎
・
清
水
き

ぬ
・
乗
上
武
雄
・
村
上
き
ぬ

【
下
本
町
】
大
村
か
つ
・
田
村

貞
子
【
塚
ノ
上
ミ
】
村
井
な
つ

【
サ
ン
モ
ー
ル
】
白
石
ミ
ツ
、

舛
田
ヱ
イ
【
飯
豊
】
佐
藤
貞

子
・
三
田
こ
ゑ
・
三
田
太
作

【
道
地
】
伊
藤
公
・
穂
積
ハ
ツ

ヱ
・
三
田
き
ん
【
石
亀
】
原
信

子
・
谷
地
み
よ
【
茂
市
】
寳
田

實
【
道
前
】
大
坊
と
め
・
大
坊

よ
し
【
嘉
沢
】
中
村
さ
だ
【
山

口
】
梅
内
信
扶
【
夏
坂
】
山
崎

あ
き
子
【
遠
瀬
】
大
向　

太
郎

【
新
田
】
花
木
は
つ

秋
の
交
通
安
全
運
動

三
町
合
同
総
決
起
大
会

（
※
写
真
３
）

　

９
月
20
日
、
平
成
28
年
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
三
町
合
同

総
決
起
大
会
が
、
三
戸
町
中
央

公
民
館
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
三
戸
町
と
三
戸

地
区
交
通
安
全
協
会（
宮
村
純

吉
会
長
）の
主
催
で
、
会
場
に

は
南
部
町
・
田
子
町
・
三
戸
町

の
三
町
の
交
通
安
全
関
係
団
体

が
集
結
し
ま
し
た
。
初
め
に
参

加
者
全
員
で
交
通
犠
牲
者
に
黙

祷
し
、大
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

宮
村
会
長
は
、「
一
人
一
人
が

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
交
通
事
故

の
な
い
住
み
よ
い
地
域
に
し
ま

し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
を
述
べ

ま
し
た
。

　

大
会
後
に
開
催
地
の
三
戸
町

内
を
パ
レ
ー
ド
し
た
後
、
町
関

係
者
ら
は
、
田
子
警
察
官
駐
在

所
前
で
も
反
射
材
な
ど
を
渡
し

て
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。

平
成
28
年
度

た
っ
こ
に
ん
に
く
共
進
会

（
※
写
真
４
）

　

９
月
27
日
、
役
場
会
議
室
で

平
成
28
年
度
た
っ
こ
に
ん
に
く

共
進
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
ブ
ラ
ン
ド
に
ん
に
く
産

地
維
持
・
拡
大
に
向
け
て
、
栽

培
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
に

ん
に
く
の
高
品
質
安
定
生
産
の

推
進
、
た
っ
こ
に
ん
に
く
の
Ｐ

Ｒ
を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
全

28
点
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
は
、
⑴
全
農
出
荷
規
格

に
合
致
し
て
い
る
か
、
⑵
全
体

の
大
小
、
形
状
が
揃
っ
て
い
る

か
、
⑶
表
皮
が
汚
れ
て
い
な
い

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

（
写
真
４
）
基
準
に
沿
っ
て
い
る
か
審
査

（
写
真
３
）
街
頭
活
動
の
様
子

交通死亡事故ゼロ３年が
達成されます
　田子町では、平成25年10月23日か
ら交通死亡事故が発生しておらず、平
成28年10月24日に交通死亡事故ゼロ
３年が達成される予定です。これを受
けて青森県知事より田子町が表彰され
ます。
　前回、交通死亡事故ゼロ３年を達成
し表彰されたのが平成12年で、約16年
ぶりの表彰となります。

◎日頃からの活動について
　交通死亡事故ゼロ３年が達成される
背景には、三戸地区交通安全協会田子
支部、田子町交通安全母の会連合会、
三戸地区交通指導隊田子支隊の日頃か
らの活動が軸となっています。三戸地
区交通指導隊田子支隊では、“にんにく
の町たっこ”にちなんで、『交通事故死
ゼロ2,290（にんにく）日への挑戦！』
と題して、日頃から“朝の街頭指導”
等の活動を行っています。

三戸地区交通指導隊田子支隊員の紹介

役職 隊員名 行政区

支隊長 大羽澤　正 下田子

副支隊長 中村　康孝 下本町

隊員 澤口　豊治 遠瀬

隊員 山沢　まゆみ ノ実

隊員 富岡　佐登美 下田子

隊員 北田　騰 南側

新隊員 古田　正智 ※ 北側

※11月1日より新加入
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か
、
な
ど
の
基
準
に
沿
っ
て
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
後（
地
独
）青
森
県
産
業

技
術
セ
ン
タ
ー
野
菜
研
究
所
の

鎌
田
所
長
か
ら
「
最
優
秀
賞
の

に
ん
に
く
は
、
玉
の
肥
大
、
表

皮
の
色
が
特
に
優
れ
、
形
状
、

球
の
揃
い
も
優
れ
て
い
る
」
と

講
評
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

◎
最
優
秀
賞

　

内
條
都
雄
（
白
玉
王
）

◎
優
秀
賞

　

田
沼
誠
一
（
白
玉
王
）

　

山
本
わ
か　
（
白
玉
王
）

◎
優
良
賞

　

内
沢
一
好　
（
在
来
）

　

宇
藤
安
貴
子
（
白
玉
王
）

故
北
村
仁
太
郎
さ
ん
に

叙
位
（
※
写
真
５
）

　　

10
月
６
日
、
元
田
子
町
議
会

副
議
長
の
故
北
村
仁
太
郎
さ
ん

に
、
山
本
町
長
か
ら
叙
位
が
伝

達
さ
れ
、
息
子
の
義
貞
さ
ん
が

受
領
し
ま
し
た
。
山
本
町
長
は

「
町
の
発
展
、
特
に
教
育
の
充

実
に
貢
献
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
も
北
村
さ
ん
の
よ
う

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

に
熱
意
と
情
熱
を
持
っ
て
教
育

で
き
る
人
材
育
成
を
し
て
い
き

た
い
で
す
」
と
述
べ
、
故
人
の

功
績
を
讃
え
、
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
し
た
。

　

北
村
さ
ん
は
、
昭
和
43
年
の

初
当
選
か
ら
田
子
町
議
会
議
員

を
６
期
23
年
に
わ
た
り
務
め
ま

し
た
。
ま
た
、
昭
和
52
年
３
月

か
ら
昭
和
54
年
５
月
、
昭
和
62

年
6
月
か
ら
平
成
元
年
６
月
ま

で
の
計
４
年
余
り
の
間
、
文
教

常
任
委
員
長
と
し
て
、
平
成
３

年
６
月
か
ら
平
成
７
年
５
月
ま

で
の
約
４
年
間
、
議
会
副
議
長

を
務
め
、
重
責
を
担
い
つ
つ
、

円
滑
な
る
議
会
運
営
は
も
と
よ

り
、
町
の
活
性
化
事
業
及
び
文

教
等
の
具
体
的
施
策
に
尽
力
し

田
子
町
の
発
展
に
大
き
く
貢
献

し
ま
し
た
。

【
北
村
仁
太
郎
さ
ん
】　

　

大
正
９
年
生
ま
れ

　

田
子
町
議
会
議
員
在
任
６

期
23
年（
昭
和
43
年
初
当
選
）

議
会
副
議
長
、
議
会
運
営
委

員
会
委
員
長
、
文
教
常
任
委

員
会
委
員
長
等
歴
任

　

田
子
町
商
工
会
理
事
、
同

会
副
会
長
、
サ
ン
モ
ー
ル
田

子
商
店
街
協
同
組
合
理
事
、

田
子
高
等
学
校
後
援
会
理
事

長
等
歴
任

　

元
株
式
会
社
北
村
代
表
取

締
役
会
長

心
に
響
く
明
る
い
歌
声　

～
田
子
中
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
～
（
※
写
真
６
）

　

10
月
15
日
、
田
子
中
学
校
体

育
館
で
平
成
28
年
度
田
子
中
学

校
校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
ら
は
会
場

に
詰
め
か
け
た
保
護
者
ら
の
前

で
、
課
題
曲
で
あ
る「Let's 

Search For Tom
orrow

」と
、

各
ク
ラ
ス
ご
と
の
自
由
曲
を
披

露
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
合
唱
の
前
に
は
、
コ

ン
ク
ー
ル
に
か
け
る
意
気
込
み

や
当
日
ま
で
の
練
習
過
程
が
ア

ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の

ク
ラ
ス
も
初
め
は
ま
と
ま
ら
ず

に
苦
労
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

生
徒
ら
の
一
生
懸
命
な
歌
声
は

体
育
館
い
っ
ぱ
い
に
こ
だ
ま
し
、

来
場
者
の
心
に
響
き
渡
り
ま
し

た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
写
真
５
）
受
領
し
た
義
貞
さ
ん
（
中
央
）

　

と
ご
家
族

（
写
真
６
）
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
３
―

Ａ

上郷小で全国へき地教育研究大会
　10月12日から14日、青森県で第65回全国
へき地教育研究大会が行われました。14日
は、上郷小学校を含む計９校を会場に授業
が公開されました。

公
開
授
業
の
様
子
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◎
最
優
秀
賞　
３ 

― 

Ａ

◎
優
秀
賞　
　

２ 

― 

Ａ

◎
優
良
賞　
　

２ 

― 

Ｂ

◎
指
揮
者
賞

　

遠
藤
千
夏（
３ 

― 

Ａ
課
題
曲
）

　

滝
沢
玲
華（
３ 
― 

Ａ
自
由
曲
）

格
別
の
ビ
ー
ル
を
味
わ
う

～
ホ
ッ
プ
ま
つ
り
～

（
※
写
真
７
）

　

10
月
15
日
、
中
央
公
民
館
で

「
ホ
ッ
プ
ま
つ
り
」が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
ホ
ッ
プ
ま
つ

り
実
行
委
員
会
の
主
催
に
よ
り

18
日
の
発
売
に
先
立
ち
、
岩
手

県
北
ホ
ッ
プ
農
業
協
同
組
合
で

そ
の
年
に
採
れ
た
ホ
ッ
プ
を
１

０
０
％
使
用
し
た「
サ
ッ
ポ
ロ

生
ビ
ー
ル
黒
ラ
ベ
ル　

東
北
ホ

ッ
プ
１
０
０
％
」を
味
わ
う
イ

ベ
ン
ト
で
、
今
回
が
４
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
す
。こ
の
日
は
、

町
内
外
か
ら
約
１
４
０
人
の

方
々
が
参
加
し
、「
サ
ッ
ポ
ロ
生

ビ
ー
ル
黒
ラ
ベ
ル
」を
樽
生
ビ

ー
ル
で
味
わ
っ
た
ほ
か
、
ホ
ッ

プ
産
地
で
包
括
連
携
協
定
を
結

ん
で
い
る
二
戸
市
、
岩
手
町
、

軽
米
町
、
三
戸
町
の
ご
当
地
料

●
ト
ピ
ッ
ク
ス

理
が
提
供
さ
れ
、
田
子
町
か
ら

は「
田
子
牛
の
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー

フ
」が
目
玉
と
し
て
テ
ー
ブ
ル

に
並
び
、
参
加
者
ら
は
限
定
の

生
ビ
ー
ル
を
思
う
存
分
味
わ
い

ま
し
た
。

搗
き
た
て
新
そ
ば
に
舌
鼓

～
新
田
そ
ば
ま
つ
り
～

（
※
写
真
８
）

　

10
月
16
日
、
新
田
地
区
活
性

化
セ
ン
タ
ー
で
第
17
回
「
水
車

搗
き（
か
ら
う
す
つ
き
）そ
ば
ま

つ
り
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
新
田
自
治
会
の
主
催
に

よ
る
も
の
で
、
今
年
も
打
ち
た

て
・
茹
で
た
て
の
そ
ば
を
求
め

て
町
内
外
か
ら
多
く
の
方
が
訪

れ
、
開
場
前
か
ら
水
車
で
搗
い

た
新
そ
ば
を
心
待
ち
に
長
い
行

列
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
活
性
化
セ
ン
タ
ー
前

で
は
、
串
も
ち
な
ど
が
販
売
さ

れ
、
そ
ば
の
他
に
も
地
域
で
収

穫
し
た
作
物
を
買
い
求
め
る

方
々
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

（
写
真
８
）
搗
き
た
て
の
そ
ば
を
味
わ
う

　
　

来
場
者

（
写
真
７
）
限
定
ビ
ー
ル
を
堪
能

　最近の私は、日々の Takko cafe の営業と、
イベント出店をすることが増えました。今ま
で田子に来ることのなかった二戸や八戸の方
に Takko cafe を知っていただく良い機会だと
思っています。出店に行くと cafe が臨時休業
になるので困りますが、月に何日か週末もお
休みをいただき田子町のイベントでも出店を
しています。べごまつりでも、Takko cafe ク
ラブの仲間と一緒に出店をしましたが、夏の
ように暑い２
日間だったの
で、私の作っ
たほかほかな
中華まんより
も、クラブで
出品したデト
ックスウォー
ターに行列が
できる繁盛ぶ
りで驚きまし
た。美と健康
を気にする方
はとても多いようです。これからも美と健康
に関するものづくりをしていきたいです。

田子町地域おこし協力隊　川名

たっこまち地域おこし協力隊☆活動録
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●
お
知
ら
せ

■  「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
　が発行されます～年末調整・確定申告まで
　大切に保管を！～
　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告におい
て全額が社会保険料控除の対象となります。その年の
１月１日から12月31日までに納付した保険料が対象と
なります。
　社会保険料控除を受けるためには、納付したことを
証明する書類の添付が義務付けられています。
　このため、平成28年１月１日から９月30日までの間
に国民年金保険料を納付された方については、「社会保
険料（国民年金保険料）控除証明書」が本年11月上旬
に日本年金機構本部から送付されますので、年末調整
や確定申告の際には必ずこの証明書（または領収証書）
を添付してください。
　また、平成28年10月１日から12月31日までの間に国
民年金保険料を納付された方については、翌年の２月
上旬に送付されます。
　なお、ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、
ご本人の社会保険料控除に加えることができますので、
ご家族あてに送られた控除証明書を添付のうえ申告し
てください。
　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」につい
てのご照会は、控除証明書のはがきに表示されている
電話番号にお問い合わせください。

問ねんきん加入者ダイヤル ☎０５７０−００３−００４
問八戸年金事務所 ☎０１７８−４３−７３６８

■  平成28年分年末調整説明会
▼日時
　11月15日（火）午後１時30分〜
　11月16日（水）午前９時45分〜
　11月16日（水）午後１時30分〜
▼場所　八戸市公民館（八戸市内丸１丁目１−１）
▼対象　八戸税務署管内市町村の源泉徴収義務者

問八戸税務署法人課税第一部門（源泉所得税担当）
　☎０１７８−４３−０１４１（音声案内２番）

■  平成29年度用農業用免税軽油の申請受付に
　ついて
　農業、畜産業等を営む方が作業用トラクター等に軽
油を使用する場合には、軽油引取税の免税対象となり
ます。
　町では、平成29年度用農業用免税軽油の申請受付を
次のとおり行います。
▼申請受付期間
　11月７日（月）〜８日（火）
　午前９時〜正午、午後１時〜４時
▼申請受付場所　役場第２会議室（１階）
▼その他
　対象者の方々には詳細の手紙を郵送いたしますの
で、そちらをご覧ください。
　期間内に申請ができない場合には、直接三八地域県
民局県税部（八戸合同庁舎１階）で手続きを行ってく
ださい。

問役場産業振興課農業振興グループ ☎２０−７１１５

■  高機能消防指令センター 一般公開
　（消防本部４階）
　正しい119番通報要領と、消防車・
救急車が出動するまでの仕組みを紹介
します。
▼日　時　11月６日（日）、９日（水）
　　　　　午前10時〜午後４時
▼場　所　八戸地域広域市町村圏事務組合消防本部　
　　　　　高機能消防指令センター（消防本部４階）
　　　　　八戸市大字田向字松ケ崎7-8

問八戸地域広域市町村圏事務組合消防本部
　指令救急課 ☎０１７８−４４−２１３５

■  農地の借受希望者の募集と、農地の貸付希望
　者の受付開始～農地中間管理事業で有利に
　規模拡大を！～
　公益社団法人あおもり農林業支援センターでは、県
から農地中間管理機構の指定を受け、農地中間管理事
業を実施しています。
　この事業は、経営規模を縮小する出し手農家から機
構（支援センター）が農地を借り入れ、公募に応募し
公表された規模拡大する受け手農家に、まとまった農
地を貸し付けるものです。
　受け手の公募は、機構（支援センター）のホームペ
ージに掲載するほか、産業振興課、農業委員会の窓口
に応募用紙を用意しております。
　農地の借受希望者及び貸付希望者について、随時募
集中です。
　詳細については、産業振興課、農業委員会、または
支援センターへご相談ください。

問公益社団法人あおもり農林業支援センター
　☎０１７−７７３−３１３１
問役場産業振興課 ☎２０−７１１５
問町農業委員会 ☎２０−７１２０
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●
お
知
ら
せ

■  ｢ 三戸自立支援相談窓口 ｣・「八戸若者サポ
　ートステーション」協力開催
　派遣セミナーで就労の選択肢を広げよう！
◎お仕事を探している方 ◎働くことに不安がある方
　雇用形態の１つとして、派遣という働き方をご案内
いたします。就労経験が無い方もブランクが長い方も

「派遣」を上手に活用することで、ステップアップのチ
ャンスが拡がることをお伝えします。
　今回は「派遣セミナー」開催のご案内です。相談だけ
でも構いません。お気軽にご参加ください。

●派遣セミナー『はじめての派遣』
▼日時　11月２日（水）、11月16日（水）
　　　　午後１時〜２時　派遣セミナー
　　　　午後２時〜４時　個別相談タイム
▼会場　役場第２会議室

問エヌエス・テック㈱八戸センター
　  ☎０１２０−９９９−２５３
問役場住民課福祉グループ ☎２０−７１１９

※ お仕事紹介をご希望の方は履歴書をご持参ください。
※ 履歴書の書き方に不安がある方には、採用担当者の
　目線からアドバイスさせていただきます。

■  税に関する作品展
　（11月11日～17日は「税を考える週間」）
▼日時　11月11日（金）〜11月17日（木）
▼場所　八戸市ラピア１階フェスタプラザ
▼内容
　イラスト・標語・ポスター・習字・作文の展示

問八戸税務署総務課
　☎０１７８−４３−０１４１（音声案内２番）

■  「子育てのお手伝いがしたい方」募集中！
　「子どもが大きくなって時間ができた。けれど、な
んだか物足りない。」「子育て経験を生かして、何かボ
ランティア活動したい。」そんなことを考えたことの
ある方、地域の子育てボランティアしませんか？

●平成28年度 第２回提供会員養成講座（全４回）
（テキスト代有料）

　11月10日（木）午前10時〜午後２時
　11月11日（金）午前10時〜午後３時
　11月16日（水）午前９時〜正午
　11月18日（金）午前10時〜正午
▼対象
　八戸市近隣在住の18歳以上で心身ともに健康な方
▼内容　保育施設の送迎、塾への送迎、自宅での子ど

もの預かりなど
▼その他　有償ボランティアになります。
※11月10日（木）午前10時〜11時（無料）
　ファミサポ活動紹介タイム

問㈳八戸市社会福祉協議会　八戸市ファミリーサポ
ートセンター ☎０１７８−７１−２７５０

■  青森県立八戸工科学院生徒募集のお知らせ　
▼募集科目・定員
　機械システム工学科　　25名
　自動車システム工学科　30名
　設備システム工学科　　20名
　制御システム工学科　　25名
▼願書受付期間　10月３日（月）〜11月18日（金）
▼応募資格
　志望科に対する興味と就職に対する強い目的意識を
有する高等学校卒業者。（平成29年３月卒業見込みの
者を含む）

問〒０３９−２２４６  八戸市桔梗野工業団地２−５−３０
　青森県立八戸工科学院学生係
　☎０１７８−２８−６８１１

■  表示登記無料相談会開催　
　青森地方法務局職員と土地家屋調査士が不動産にお
ける表示に関する登記、筆界特定手続等に関して相談
会を開催します。家を新築した・家を増改築した・土
地を分けたい場合等の登記手続き、土地の境界のトラ
ブル等のご相談承ります。
　なお、当日は電話による無料相談も行います。
▼日時　11月12日（土）午前10時〜午後３時30分
▼会場　青森市「青森市中央市民センター

３階研修室（２）」
　　　　弘前市「弘前市民会館２階第一小会議室」
　　　　八戸市「みちのく銀行田向支店２階」
▼電話による相談
　調査士会館事務局 ☎０１７−７２２−３１７８

問青森県土地家屋調査士会 ☎０１７−７２２−３１７８

■  「多重債務相談窓口」のご案内　
　東北財務局青森財務事務所では、多重債務相談窓口
を設置しております。借金等でお困りの方は、気軽に
ご相談ください。相談は秘密厳守・無料です。
▼電話　０１７−７７４−６４８８
▼場所　青森市新町２−４−２５青森合同庁舎３階
　　　　青森財務事務所
▼受付　月〜金（祝日・年末年始除く）
　　　　午前８時30分〜正午、午後１時〜４時30分
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公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町教育委員会スポーツ・社会教育グループ（☎２０－７０７０）
　または上郷公民館（☎３３－１８１１）までお願いします。

第62回田子町民大運動会石亀チーム２連覇
　９月11日、農業者トレーニングセンターで第62回
田子町民大運動会が開催されました。
　昨年に引き続き屋内開催となり、全８チームが熱
戦を繰り広げました。
　その中で原チームは「チーム対抗担架リレー」で、
他チームが救助者を小柄な選手にするなか、大柄な
選手にして勝負以外にも競技を盛り上げ、会場には
大きな歓声が上がりました。
　結果は、来満チームとの
接戦を制した石亀チームが
２連覇を飾りました。
　成績は次のとおりです。
◎総合成績
　優　勝　石亀チーム
　準優勝　来満チーム
　第３位　南側チーム
　第４位　相米風張チーム
　第５位　清水頭チーム
　第６位　原チーム
　　〃　　北側チーム
　第８位　下組チーム
○種目別１位（団体）
　・ニンニク宅急便　女子 来満チーム
　・ニンニク宅急便　男子 来満チーム
　・チーム対抗担架リレー 石亀チーム
　・団長さん、今日の運だめし 南側チーム
　・玉入れ小・55才以上 石亀チーム
　・綱引き 来満チーム

平成29年田子町成人式
　来る平成29年１月８日（日）、田子町成人式を実施
します。該当者は平成８年４月２日から平成９年４
月１日までに生まれた方です。対象の方には11月中
にご案内をお届けいたします。該当者で町内在住者、
町内出身者であればどなたでもご参加できます。ご
案内が届きましたらお早めにご連絡をお願いいたし
ます。

●生け花講座
▽と　き　11月19日（土）午後６時30分～
▽ところ　中央公民館研修室
▽材料費　1,000円前後（花材料代）
▽持ち物　花はさみ，カッター等

●ヨガ健康講座
▽と　き　11月10日（木）・24日（木）午後７時～
▽ところ　中央公民館和室
▽持ち物　ヨガマットまたは大判バスタオル、
　　　　　フェイスタオル等

●水曜わんぱくじゅく
▽と　き　11月16日（水）午後３時～
▽ところ　上郷公民館研修室

※新規の講座情報は、そのつどＴＣＶデータ放送や
　チラシ等でお知らせします。

みんなでチャレンジ
公民館講座のお知らせ

優勝　石亀チーム

昨年の成人式

運動会の様子

チーム対抗担架リレー

田子 No.1決定戦（ウルトラクイズ）

フィナーレ（盆踊り）

わんぱくじゅくの様子

開会式

田子 No.1決定戦（センス）
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●まちづくり
▽ series 田園回帰４／交響する都

市と農山村　対流型社会が生ま
れる／318シ

▽奇跡の村／地方は「人」で再生
する／相川俊英／318ア

●美容、料理など
▽女の運命は髪で変わる／佐藤友

美／595サ
▽「揚げない」揚げもの／596イ

●歴史・時代小説
▽室町無頼／垣根涼介／913カ
▽光炎の人／上下巻／木内昇／913キ
▽侍の本分／佐藤雅美／913サ
▽荒南風の海／口入屋用心棒13 ／

鈴木英治／913ス
▽遠雷／風の市兵衛13 ／辻堂魁／

913ツ
▽まことの華姫／畠山恵／913ハ

●ミステリー・警察小説など
▽友の墓の上で／怪異名所巡り８

／赤川次郎／913ア
▽怪盗探偵山猫４／黒羊の挽歌／

神永学／913カ
▽怪盗探偵山猫５／月下の三猿／

神永学／913カ
▽遊園地に行こう！／真保裕一／

913シ
▽掟上今日子の家計簿／西尾維新

／913ニ
▽ Qros の女／誉田哲也／913ホ
▽陰陽師／玉兎ノ巻／夢枕獏／

913ユ

●そのほかの小説など
▽何様／朝井リョウ／913ア
▽居酒屋ぼったくり２／秋川滝美

／913ア
▽コーヒーが冷めないうちに／川

口俊和／913カ
▽猿の見る夢／桐野夏生／913キ
▽スローバラード／小路幸也／

913シ
▽燈火／三浦哲郎／913ミ
▽みかづき／森絵都／913モ

●そのほかエッセイなど
▽「人生案内」にみる女性の生き

方／大日向雅美／367オ
▽福島第一原発廃炉図鑑／543フ
▽翻訳できない世界のことば／804サ
▽シルバー川柳６／911シ
▽お茶をどうぞ／対談向田邦子と

16人／914ム
▽人はいくつになっても生きよう

がある。／吉沢久子／914ヨ

図書館情報
いざ、読書。
読書週間10／27（木）～11／９（水）

▽期間　10月22日（土）から
　※ 本がなくなり次第終了します。
▽対象
　図書館の貸出券をお持ちの中学生
以上の方。貸出券がない方は図書館
カウンターでお作りください。
▽内容
　「きょうの料理」「趣味の園芸」「や

さいの時間」など、図書館で購入し
１年が経過した古雑誌や、除籍した
古本など
を決めら
れた冊数
だけ差し
上げます。

●古雑誌・古本お持ち帰りコーナー

図書館おやすみカレンダー

図書館の開館時間
　水～土 午前10時～午後６時
　日曜日 午前10時～午後４時

10月・11月の図書館行事
▼10 ／22（土）～
　古雑誌・古本お持ち帰りコーナー
▼10 ／27（木）～11 ／９（水）
　読書週間
▼11 ／２（水）午前10時から
　ブックスタート（せせらぎの郷）
▼11 ／13（日）午前10時30分
　本の読みきかせととしょかんクラブ
　どうぶつのおりがみ「ハムスター」を作ろう
▼11 ／26（土）午前10時30分
　本の読みきかせととしょかんクラブ
　おりがみで「おたふく」「やっこ」を作ろう

▼色の濃い日が休館日です。

田子町立図書館 ☎２０‐７２２１

図書館休館日
毎週月曜日・火曜日・祝日・
第４木曜日（館内整理日）

　秋の読書
週間です。
図書館では
昨年の10月
から今年の
９月までの
１年間で、
貸出の多か
った本をラ
ンキング形

式で約40冊紹介します。この機会に
どうぞ図書館をご利用ください。
▼小説
○火花／又吉直樹
○あの家に暮らす四人の女／三浦し

をん

○ラプラスの魔女／東野圭吾
○君の膵臓をたべたい／住野よる
○なりたい／しゃばけｼﾘｰｽﾞ14 ／畠

中恵
▼小説以外
○考えない台所／高木ゑみ
○一〇三歳になってわかったこと／

篠田桃紅
○体が硬い人のためのヨガ Extra 

Lesson
▼郷土資料
○続・青森のおいしい１２か月
○これでいいのか青森県
○漆文化を支えた田子の漆掻きさん

／橋本芳弘

●「2016貸出ランキング」特集

▽期間
　10月22日（土）～11月20日（日）
▽内容　通常は一人５冊までの貸出

冊数を一人10冊までに増加します。
貸出期間は２週間です。

●一人10冊まで貸出増加します
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町
の
人
口

平
成
28
年
９
月
30
日
現
在

世帯数／2237（＋１）
人口／5881（－１）
男／2826（－２）
女／3055（＋１）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

　

11
月
9
日
は
、「
１
１
９
番
の

日
」
で
す
。
火
災
・
救
急
・
救
助

な
ど
の
１
１
９
番
通
報
を
す
る
時

は
、
指
令
員
の
質
問
に
簡
潔
に
答

え
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◎
１
１
９
番
通
報
の
注
意
点

▽「
火
事
」
か「
救
急
」
の
区
別
を

は
っ
き
り
言
う
。

▽
落
ち
着
い
て
消
防
車
、
救
急
車

が
向
か
う
住
所（
場
所
）、
目
標
と

な
る
建
物
を
伝
え
る
。

▽
あ
な
た
の
名
前
、
通
報
し
て
い

る
電
話
番
号
を
教
え
る
。

▽
自
分
の
身
の
安
全
を
確
保
で
き

る
場
所
で
通
報
す
る
。

◎
携
帯
電
話
で
は
次
の
こ
と
に
注

意
し
て
く
だ
さ
い

▽
運
転
時
は
、
安
全
な
場
所
に
停

車
し
て
か
ら
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
通
報
場
所
が
分
か
ら
な
い
場
合

は
、
近
く
の
人
に
聞
く
か
、
周
り

の
建
物
や
看
板
、
電
柱
、
自
動
販

売
機
な
ど
を
見
て
住
所
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
通
報
後
、
消
防
本
部
か
ら
問
い

合
わ
せ
を
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で

電
源
を
切
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

◎
火
災
・
救
急
・
救
助
の
通
報
は

１
１
９
番
へ

▽
１
１
９
番
通
報
す
る
と
、
専
門

の
指
令
員
が
聞
き
取
り
を
し
な
が

ら
、
現
場
に
一
番
早
く
到
着
で
き

る
消
防
車
、
救
急
車
を
選
択
し
出

動
の
準
備
を
さ
せ
、
聞
き
取
り
が

終
わ
っ
た
頃
に
は
出
動
指
令
を
出

し
て
い
ま
す
。

▽
田
子
分
署
へ
通
報
す
る
と
、
状

況
の
把
握
や
準
備
が
遅
れ
、
１
１

９
番
通
報
し
た
場
合
と
比
べ
出
動

が
遅
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

☎
32
‐
３
１
０
４

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
高
齢
者
講
習
の
早
期
受
講
に
つ

い
て

　

70
歳
以
上
の
方
が
運
転
免
許
を

更
新
す
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

高
齢
者
講
習
の
受
講
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
75
歳
以
上
の
方

は
高
齢
者
講
習
の
前
に
講
習
予
備

検
査
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
講
習
は
、
県
内
の
指
定

自
動
車
教
習
所
で
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
が
毎
年
２
万
人
以
上
の
方
が

受
講
す
る
た
め
、
時
期
に
よ
っ
て

は
教
習
所
が
混
み
合
い
、
高
齢
者

講
習
の
予
約
日
が
１
カ
月
以
上
も

先
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
講
習
が
必
要
な
方
に

は
、
運
転
免
許
証
の
有
効
期
限
の

約
６
カ
月
前
に
運
転
免
許
セ
ン
タ

ー
か
ら「
高
齢
者
講
習
通
知
書
」

は
発
行
さ
れ
ま
す
の
で
、
通
知
書

が
届
き
ま
し
た
ら
、
記
載
さ
れ
て

い
る
教
習
所
の
中
か
ら
希
望
の
教

習
所
を
選
ん
で
早
め
に
予
約
の
う

え
高
齢
者
講
習
を
受
講
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
高
齢
者
講
習
を
修
了
す

る
と「
高
齢
者
講
習
修
了
証
明
書
」

が
交
付
さ
れ
ま
す
が
、
免
許
証
の

更
新
手
続
き
の
際
に
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
紛
失
し
な
い
よ
う
に
お

願
い
し
ま
す
。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

☎
32
‐
３
１
０
９

2
（水）

乳児健診（せせらぎの郷）
午前9:30～11:30

4
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:00
認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30～3:30
特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午後2:00～4:00

6
（日）

介護職員初任者研修（せせらぎの郷）
午前9:30～午後5:05

7
（月）

生きがい倶楽部（せせらぎの郷）
午前10:00～午後2:00

8
（火）

特定健診・がん検診（上郷公民館）
午前7:00～8:30

9
（水）

特定健診・がん検診（せせらぎの郷）
午前7:00～8:30
思春期教室（中２）（田子中学校）
午後1:35～2:25

10
（木）

特定健診・がん検診（せせらぎの郷）
午前7:00～8:30

11
（金）

生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:00
認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30～3:30
特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:00～11:30、午後2:00～4:00

14
（月）

生きがい倶楽部（せせらぎの郷）
午前10:00～午後2:00

15
（火）

特定健診結果説明会（清水頭小学校）
午後2:00～3:30

16
（水）

こども健診（せせらぎの郷）
午前9:30～11:30

17
（木）

特定健診結果説明会（上郷公民館）
午前9:00～11:30
特定健診結果説明会

（石亀地区研修センター）午後2:00～3:30

17
（木）

自立相談窓口（せせらぎの郷）
午後1:00～4:00

18
（金）

特定健診結果説明会（相米保健福祉館）
午前9:00～11:30
生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:00
認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30～3:30

21
（月）

生きがい倶楽部（せせらぎの郷）
午前10:00～午後2:00

22
（火）

特定健診結果説明会
（都市農村交流センター）午前9:00～11:30

23
（水）

特定健診結果説明会（せせらぎの郷）
午前9:00～11:00

24
（木）

特定健診・がん検診（せせらぎの郷）
午前7:00～8:30

25
（金）

特定健診・がん検診（せせらぎの郷）
午前7:00～8:30
生きがい倶楽部（上郷公民館）
午前10:00～午後2:00
認知症予防教室（せせらぎの郷）
午後1:30～3:30
親子健康相談（田子中学校）
午後2:00～5:00

28
（月）

生きがい倶楽部（せせらぎの郷）
午前10:00～午後2:00
親子健康相談（田子中学校）
午後2:00～5:00

29
（火）

保健推進員学習会（せせらぎの郷）
午前9:30～11:00
親子健康相談（田子中学校）
午後2:00～5:00

30
（水）

個別接種（せせらぎの郷）
午前10:00～10:30
親子健康相談（田子中学校）
午後2:00～5:00

11月の主な保健・介護予防事業予定表

誕生

●澤頭海
みさき

咲（俊行・珠里）／干草場
●中山滉

ひろあ

麻（倫一・昌子）／七日市
●村木愛

め い

依（孝行・希）／細野
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

お悔やみ
●中村敏信（78歳）飯豊
●佐野ハナ（93歳）舞手
●原田博光（57歳）七日市
●中村正信（89歳）関下
●木谷金作（86歳）七日市
●木野宮栁太郎（88歳）上相米
●中平三郎（82歳）干草場
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です
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●
祖
父
母
参
観
日
と
お
月
見
会

　

園
児
と
祖
父
母
が
ふ
れ
あ
い

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

と
、
田
子
幼
稚
園
で
は
毎
年
、

お
月
見
会
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
田
子
小
栄
養
教
諭

の
小
川
先
生
を
講
師
に
、
白
玉

豆
腐
の
お
月
見
だ
ん
ご
汁
を
一

緒
に
作
り
ま
し
た
。
園
児
の
作

業
は
出
汁
に
使
う
に
ぼ
し
の
腹

わ
た
と
り
や
、
白
玉
粉
と
豆
腐

を
混
ぜ
合
わ
せ
て
だ
ん
ご
を
作

る
こ
と
、
そ
の
他
祖
父
母
と
一

緒
に
野
菜
を
切
り
ま
し
た
。
小

さ
く
丸
め
た
白
玉
だ
ん
ご
は
、

ゆ
で
て
具
だ
く
さ
ん
の
お
つ
ゆ

の
中
に
入
れ
白
玉
だ
ん
ご
汁
が

完
成
。
会
食
前
に
は
、
お
や
つ

に
つ
い
て
の
お
話
を
聞
き
、
お

や
つ
の
量
や
食
べ
方
を
学
び
ま

し
た
。

　

祖
父
母
へ
の
大
好
き
な
気
持

ち
を
込
め
て
、
長
生
き
音
頭
を

踊
り
、
手
作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
渡
し
た
り
一
緒
に
記
念
写
真

を
写
し
た
り
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

十
分
に
祖
父
母
と
の
ふ
れ
あ

い
が
で
き
、「
孫
の
成
長
が
観
ら

れ
、
と
て
も
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」
と
の
ご
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

お
月
見
会
と
し
て
天
体
に
興
味

を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
、
こ

の
日
の
夜
の
月
は
、
い
つ
も
に

増
し
て
き
れ
い
な
お
月
様
で
し

た
。（
原
稿
・
画
像
提
供　

田
子
幼
稚
園
）

編集後記
　10月の最後の日、31日は日本でもハロウィン
のパレードをしたりしています。元々ハロウィ
ンは、キリスト教とは関係なく、古代ケルト人
の秋の収穫を祝い、悪霊などを追い出す行事だ

ったようです。この夜に、死者の霊が家族を訪
れると信じられており、時を同じくして現れる
有害な精霊や魔女から身を守るために、仮面を
被り、魔除けの焚き火を焚いていたことに起因
するそうです。　　　　（広報担当　おおくぼ）

学
校
の
話
題
　
田
子
幼
稚
園

　情報スクランブル

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ
◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。

お
に
や
ん
こ
と
遊
ぶ
短
き
赤
タ
オ
ル 

岩
間
十
三
男

だ
ま
さ
れ
て
い
じ
め
て
み
た
い
電
話
サ
ギ 

新
井
田
カ
ン
太（
忠
治
）

お
に
ぎ
り
は
三
角
四
角
丸
も
あ
り 

松
尾
よ
し
夫
（
孝
之
）

さ
そ
わ
れ
て
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
に
夢
中
で
す 

中
村
春
太
（
春
雄
）

な
に
も
な
い
ト
ラ
ブ
ル
も
な
い
人
生
だ 

浅
沼　

裕
（
恵
美
）

マ
マ
友
は
キ
ャ
ラ
弁
作
り
に
精
を
だ
す 

蹴
揚　

舞
（
惠
子
）

に
が
お
絵
が
二
十
四
色
で
で
き
あ
が
り 

松
尾
与
志

ま
ん
ま
る
の
お
む
つ
が
這
っ
て
ゆ
く
未
来 

阿
保
千
枝

過
疎
走
る
百
円
バ
ス
が
命
綱 

鳴
滝
笑
美
子

北
の
秋
か
け
足
で
来
て
か
け
て
去
る 

森
田
榮
子

ド
ン
ド
ン
ド
ン
爆
発
音
に
ど
で
ん
す
る 

荷
軽
井
光コ

ウ
セ
イ生
（
光ミ

ツ

オ生
）

日
の
丸
を
折
っ
て
た
た
ん
で
裏
返
す 

宮
村　

玉
（
武
彦
）

追
伸
に
切
な
い
本
音
書
い
て
あ
る 

西
村
吐
夢
（
務
）

か
あ
ち
ゃ
ん
が
た
ま
に
爆
発
し
て
平
和 

北
村
吾
朗（
已
起
男
）

タプコピアン文芸
あさひな川柳吟社（代表　北村已起男）

川
柳
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広
報
た
っ
こ
２
０
１
６
年
11
月
号
（
平
成
28
年
10
月
26
日
発
行
）
通
算
第
６
８
４
号 

発
行
・
編
集
＝
田
子
町　

青
森
県
三
戸
郡
田
子
町
大
字
田
子
字
天
神
堂
平
81

電
話

 0
1
7
9
-3

2
-3

1
1
1（

代
表

）　
FA

X
 0

1
7
9
-3

2
-4

2
9
4

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

 http://w
w

w
.to

w
n.takko.lg

.jp/　
メ

ー
ル

ア
ド

レ
ス

 takko
-info

@
to

w
n.takko.lg

.jp
［

制
作

印
刷

］
有

限
会

社
 赤

坂
コ

ピ
ー

ラ
イ

ツ
ジ

ム

はじめてのハッピーバースデイ
平成27年10月に生まれた満１歳のお友だちです。

●畠山未
み う

羽ちゃん
Ｈ27.10.4

（西舘野・女の子）
いっぱい遊んで、いっ
ぱい笑って素敵な女性
になってね。これか
らもずっと兄妹仲良く
(̂ -̂ )/

●佐藤　和
にこ

ちゃん
Ｈ27.10.16

（下本町・女の子）
我が家のアイドル和
ちゃん。お兄ちゃんた
ちに負けないよう、に
こにこパワーで元気に
育ってね！

●久保朱
あ か り

璃ちゃん
Ｈ27.10.18

（七日市・女の子）
いつも周りを笑顔にし
てくれてありがとう！
たくさん食べて、遊ん
で、笑って、もっともっ
と思い出作ろうね！

●小舘　蘭
らん

ちゃん
Ｈ27.10.19

（南風張・女の子）
もりもり食べてすくす
くと元気に育ってね♡

●高沢明
め い と

兎ちゃん
Ｈ27.10.20

（雀ヶ平・男の子）
おもしろくてかわいい
めいと。大すきだよ！
大きくなったら一緒に
キャッチボールしよう
ね！ るき・ひいろより

◎趣味や特技は？
高校の時に始めた太鼓を今

でも続けていて、現在は町
のナニャドヤラ保存会に在
籍し活動しています。バレ
ーボールや卓球も好きです。

◎将来の目標
少しでも長く働いて、将来
は介護福祉士の資格をとり、
一人前の介護職員になりた
いと思います。

◎町への要望
田子高校を無くさないでも
らいたいです。

◎ひと言
何事も積極的に取り組んで
いきたいと思います。どう
ぞよろしくお願いします。

町のみなさんこんにちは

●名前：富田 将吾 22歳
　　　 （とみた　しょうご）
●出身地：  田子町
●お住まい： 七日市
●お勤め先：みろく苑

　

ぼ
く
も
仮
装
し
て
パ
レ
ー
ド

に
参
加
し
た
け
ど
、
も
っ
と
す

ご
い
人
た
ち
が
い
て
ビ
ッ
ク

リ
！

　

一
緒
に
写
真
を
撮
っ
て
も
ら

っ
た
よ
!!

（
文  

た
っ
こ
王
子
）

今年も「ひろさきりんごハロウィン」に行ってきたよ♪

　10月15日・16日の２日
間、創遊村でタプコプマル
シェが行われました。これ
は大黒森タプコプがっこう
の主催によるもので、古民
家を店舗に見たて、手作り

アクセ
サリーや工芸品の展示販売し、町内外か
ら飲食店を含む34店が参加しました。
創遊村を活用した初の試みで、軒先や板
の間で展示販売したり、小物製作のワー
クショップなどを開催しました。会場に
はジャズなどが流れ、ゆったりとした雰
囲気の中、来場者らはお気に入りの一品
を求め散策しました。

創遊村のクラフトな２日間


